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令和７年度学長戦略経費（研究プロジェクト）実績報告書（研究実績） 

 

１ 研究課題名 

特別支援教育コーディネーターの専門性向上に関する実践的検討 

 

２ 研究代表者 

旭川校・教授・片桐正敏 

 

３ 研究分担者・研究協力者 

旭川校・教授・萩原 拓 研究協力者 

旭川校・准教授・蔦森 英史 研究協力者 

函館校・教授・細谷 一博 研究分担者 

函館校・教授・五十嵐 靖夫 研究協力者 

函館校・教授・北村 博幸 研究協力者 

釧路校・准教授・戸田 竜也 研究分担者 

釧路校・教授・小野川 文子 研究協力者 

釧路校・講師・石垣 雅也 研究協力者 

 

４ 令和７年度研究計画の達成度 

□ a 計画とおり達成した 

☑ b 概ね達成した 

□ c あまり達成できなかった 

□ d 全く達成できなかった 

【c又は dを選択した場合の理由や問題点】 

 

 

 

５ 学術的成果 

【論文投稿】 

 片桐正敏，中学生の心理的発達，精神科治療学，1151-1155，2025・40・
11, 査読なし(招待あり). 

 蔦森英史・横山未結, 交流学級児童の学校生活適応感に友人関係適応感、

被受容感、学業適応感が及ぼす影響, 北海道特別支援教育研究, 1-12, 

2025・10（査読あり） 
 中村龍平・細谷一博，重度重複障害児を対象とした外的刺激と表出行動の

関係，学校教育学会誌，31-37，2025，28巻，査読なし 
【書籍出版】 

 辻井正次（監修）・萩原拓（編著）・黒田美保（編著），日本版 Vineland-II



適応行動尺度による心理アセスメント，日本文化科学社，2025・12 
 ホワイトボード・ミーティング®でつくる「個別の指導計画」第８回「伝

わりやすい文章と伝わりにくい文章の例」特別支援教育の実践情報，2025

年 11月号，田中雅子・ちょんせいこ，明治図書 

 ホワイトボード・ミーティング®でつくる「個別の指導計画」第９回「ホ

ワイトボード・ミーティング®企画会議で指導計画を書く」特別支援教育

の実践情報，2025年 12月号，田中雅子・ちょんせいこ，明治図書 

 ホワイトボード・ミーティング®でつくる「個別の指導計画」第 10回「ホ

ワイトボード・ミーティング®企画会議で指導計画を書く②」特別支援教

育の実践情報，2026年１月号，田中雅子・ちょんせいこ，明治図書 

 ホワイトボード・ミーティング®でつくる「個別の指導計画」第 11回「実

践記録『こんな感じでやってます！』」特別支援教育の実践情報，2026年

２月号，田中雅子・ちょんせいこ，明治図書 
 ホワイトボード・ミーティング®でつくる「個別の指導計画」第 12回「バ

トンをつなごう！評価と引き継ぎで成長を支援」特別支援教育の実践情

報，2026年３月号，田中雅子・ちょんせいこ，明治図書 
【学会発表】 

 発達性ディスレクシア研究会 第 24回, 2025/10/12-13, 福井市, 蔦森英

史, 拗音音読の習得に混成の理解と音素認識は必要か. 

 北海道特別支援教育学会 第 19回, 2025/11/1-2, 札幌市, 蔦森英史・樋

口大樹・後藤多可志・柳生一自, ひらがな習得状況の地域差を考慮した読

み書き困難児早期発見・対応のための支援体制構築に向けて. 

 日本児童青年精神医学会 第 66 回総会，2025/11/13-15，福井市，片桐正

敏，知的能力の高い子どもの不登校要因の検討. 

 日本児童青年精神医学会 第 66 回総会，2025/11/13-15，福井市，蔦森英

史・片桐正敏・萩原拓，読み書き困難より、行動特性が影響？-適応行動

の予測因子を探る-. 

 日本児童青年精神医学会 第 66 回総会，2025/11/13-15，福井市，野原茉

紘・蔦森英史, 2歳以下を中心とした幼児の育児に困難を覚える保護者に

対するペアレント・プログラムの効果の検討-保護者、介入実施者双方に

よる評価-. 

 日本特殊教育学会第 63 回大会，2025 年 9 月 13 日，水戸市民会館，細谷

一博・野口和人，交流及び共同学習（総合的な学習の時間）における協同

学習導入の効果 

 日本特殊教育学会第 63 回大会，2025 年 9 月 13 日，水戸市民会館，岩田

昌子・細谷一博，重複障害児の音楽活動における 相互交渉に関する実践

的研究 

 日本特殊教育学会第 63 回大会，2025 年 9 月 13 日，水戸市民会館，櫻井

優歩・細谷一博，知的障害特別支援学校高等部における運動習慣の形成に

向けた保健体育科の授業－意識調査から－ 

 日本特殊教育学会第 63 回大会，2025 年 9 月 14 日，水戸市民会館，中村



龍平・細谷一博，外的刺激の変化による重度重複障害児の表出行動の変容 

 日本教育心理学会第 67回総会，2025年 10月 12日，アクトシティ浜松，

細谷一博・野口和人，協同学習を用いた交流及び共同学習場面における相

互交渉に及ぼす自己調整機能の特徴 

 日本 LD 学会第 34 回大会，2025/10/18-19，国立オリンピック記念青少年

総合センター，田中雅子，小・中学校等の校内支援体制づくりワークショ

ップのプログラムデザインの検討－ワークショップ「特別支援教育コーデ

ィネーターは，こうでないと！小・中学校等の校内支援体制づくり編」の

実践から 
 第 19回北海道特別支援教育学会札幌大会，2025/11/１-２，北海道教育大

学札幌校，田中雅子，ホワイトボード・ミーティング®を活用した「特別

支援教育コーディネーターファシリテーション力 UP↑ゼミ」の実践 
 日本学校心理士会 2025 年度大会，北翔大学札幌丸山キャンパス，田中雅

子，特別支援学級若手教員のための研修プログラムデザインの提案 
【その他】 

 

 

 

６ 実践的成果 

【教材】 

 

 

【評価方法】 

 

 

【指導（授業）案】 

 

 

【教育方法】 

 

 

【その他】 

 2024 年 2月 16日～18日北海道教育大学旭川校にて「冬の包括的アセスメ

ント研修」の実施。参加者 10名。1日目は読み書きアセスメントの講義と

演習、SPの講義と演習、2日目は WISCーVの講義と演習、Vineland-IIの

講義、3日目は Vineland-IIの演習と最後に包括アセスメントの解説と支

援計画の作成を行なった。 

 研修会名：奥尻町における現職教員研修プログラム（2025） 

開催年月日：2026年 1月 14日 

開催場所：奥尻町海洋研修センター 

開催方法：対面 



参加者数：27名 

https://www.hokkyodai.ac.jp/info_topics_hue/hak/detail/20888.html 

 研修会名：函館市南北海道教育センター専門研修「特別支援教育Ⅲ」 

開催年月日：2026年 1月 8日 

開催場所：函館市国際水産・海洋総合研究センター 

開催方法：対面 

参加者数：20名 

 小野川文子、新潟県上越地区寄宿舎指導員研修会「寄宿舎における望まし
い人間関係の育成」2025.8.25 オンライン研修 参加者 30 名 

 田中雅子，北海道教育委員会主催 令和７年度（2025年度） 通級指導専

門性向上研修（視覚及び聴覚障がい），校種間の連携による通級指導の充

実のための担当者の役割－「巡回指導担当」だからできる学級へのコンサ

ルテーション－2025/10/08，オンライン研修，参加者数 27名 

 田中雅子，北海道七飯養護学校主催 相談支援研修会－ホワイトボード・

ミーティング®を活用したファシリテーション－2025/10/15，参集型研修

（講師としてオンライン参加），参加者数 39名 

 田中雅子，宗谷管内特別支援教育研究協議会主催 特別支援教育講演会－

「行動」から読み解く子ども理解とは？－2025/11/29，参集型研修，参加

者数 30名 

 小野川文子、釧路町教育委員会主催 釧路町特別支援コーディネーター及

び特別支援学級担当者 研修会 「誰も置き去りにしない社会へ―障がい

のある子どもと家庭の支援の視点から」2025.12.9 釧路町教育委員会 

オンライン併用 参加者 15名 

 小野川文子、北海道紋別養護学校主催 寄宿舎第 2回学習会「合理的配慮

と生活指導について」2025.12.26 北海道紋別養護学校 参集型 参加者

25名 

 田中雅子，釧路市教育委員会主催 令和７年度 特別支援教育コーディネ

ーター認定研修アドバンスコース－効果的なケース会議の実践②－

2025/12/24，参集型研修，参加者数 25名 

 田中雅子，北海道高等学校教育相談研究会主催 第 54 回研究大会「チー

ム支援」に求められるファシリテーションの力－ ホワイトボード・ミー

ティング®を活用したケース会議 － 2026/01/09，参集型研修，参加者数

30名 

 田中雅子，釧路市教育委員会主催 令和７年度 特別支援教育コーディネ

ーター認定研修ベーシックコース－効果的なケース会議の実践①－

2026/01/20，参集型研修，参加者数８名 

 田中雅子，浜中町教育支援委員会主催 特別支援研修会－特別な支援が必

https://www.hokkyodai.ac.jp/info_topics_hue/hak/detail/20888.html


要な子どもの理解と支援 見方をかえて、味方になろう！－，2026/01/26，

オンライン型研修，参加者数 29名 

 田中雅子，ジャパンライム社主催 養護教諭のための現場力向上セミナー

－『特別支援教育コーディネーター』を知る 養護教諭に求められる役割

とは？－，2026/01/31，オンデマンド研修（動画配信），研修対象者数未

定 

 田中雅子，釧路市立城山小学校主催 校内研修会－ホワイトボードケース

会議で考える特別な支援を必要とする児童の理解と支援－2026/02/05，参

集型研修，参加者数 15名 

 田中雅子，北海道教育委員会主催 令和７年度（2025年度）第 10回通級

指導専門性向上研修，－不登校傾向のある子どもへの支援 通級指導担当

者だからできること、通級指導担当者にしかできないこと－2026/02/06，

オンライン型研修，参加者数 198名 

 田中雅子，学校法人ほっかいどう学院くしろせんもん学校主催 校内研修

会－やってみよう！ホワイトボードケース会議－2026/02/20，参集型研

修，参加者数９名 
 田中雅子，釧路市立中央小学校主催 校内研修会－ホワイトボードケース

会議で考える特別な支援を必要とする児童の理解と支援－2026/02/20，参

集型研修，参加者数 16名 
 

７ その他、研究実施状況 

 

 

 

 


